
島根大農研報（B飢Fac　Agr　Sh1lmane　Umv）ユ8：21－27．1984

コンピュータ制御システムによる球根切花に関する研究（第6報）

抑制スカシユリの切花と花持ちについて

　　　　　　＊
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　　　　　　Nor1ak1A0KI　and．Sh1geto　Yos剛N0

Stud1es　on　the　F1ower　Product1on　of　Bu1bous　P1ants　under

　　　　　　　　Computer　Contro11ed．System

　　　（6）On　the　Growth　of　Retard．ed　L11y　P1ant　cv．

　　　　　　‘Enchantlment’and－the　Qua11ty　and．

　　　　　　　　Keep1ng　of工ts　Cut　F1owers

　　　　　　　　緒　　　　　言

　制御温室では，温室の利用率を高め，栽植密度の極限

を徹底して追究し，生産性を向上させる必要がある．現

在筆者らは，800皿2の大型温室を利用し，球根を用いた

切花の年4回の作付体系を確立し，実施している．すな

わち，グラジオラス（8月上旬～u月上旬）またはアイ

リス（9月中旬～11月上旬），チューリップ（11月中旬

～1月下旬），チューリップ（2月上旬～3月下旬），ス

カシュリ　（4月上旬～6月中旬）またはグラジオラス

（4月上旬～7月上旬）である・この上さらに作目を＝加

え。作付体系の中に組み込むのは困難である．一方花き
　　　　　　　　　　　　　　　　1）．葺）
類の栽植密度については，多数の研究が相次ぎ，検討が

行われてきた．したがって次の手段として，病虫害等を

防止するための作付体系をつくる栽培作物の作目の検討

が当面の課題となってくる。

　11月上旬採花の抑制グラジオラスや早期促成アイリス

は，植え付げ時期の気象条件などから高度な技術を要求

されることが多い。さらにアイリスでは，早期促成栽培

のため利用できる品種が隈定され，球根の供給が需要に

追いつかない場合もしばしば認められる．

　スカシュリ‘Enchantment’の促成栽培は一般的であ

るが，10月下旬～11月上旬採花の抑需O栽培に？いての研

究報告はまだ見られない　そこで本報では，6Enchant－

menザがu月上旬採花のグラジオラスやアイリスの代替

作目になり得るか否かを検討するために行った実験結果

について報告する．

　＊附層障場

　　　　　　　　材料及ぴ方法

　本実験は1980年～1982年，島根大学農学部附属本庄農

場で実施した・雫験温室は・間口9・1m・奥行き87・5㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）
の東西棟温室を用いた．環境制御の方法は第1報に準じ

た．供試球には，スカシュリ‘Enchantmenザの750球／

case（ユ980年）及び800球／case（1981年，1982年）を

用いた．

　〔1980年〕

　ユ979年秋に球根を入手し，植え付け時まで0±1℃で

冷蔵した．8月26目，温室内に25，000球を植え付け，こ

のうちの120球を調査の対照とした．植え付け後8月27

目から10目ごとに草丈を調査した．第1花蕾がオレンジ

色を帯びてきた時を採花目として抜き取り，地下部を切

除して切花形質の調査を行った．切花形質として，草

丈，切花重，第1花蕾長，葉数，茎径，着花輸数を調査

した．

　抑制栽培中の温度は，多点温度記録装置（YODAC－8）

で地上部（高さ20cm）及び地下部（深さ3cm）を1時

間ごとに測温して求めた．

　〔198峰〕

　前年と同様な方法で冷蔵した球根を，8月11目から9

月8目まで，1週間ごとに200球ずつ取り出し，計5回

植え付け，実験を行った．採花時の抜き取り調査及び栽

培温度の測定ぽ前年に準じた．

　〔1982年〕

　嘩根冷蔵及び植え付け1ヰユ980年と同様とし∴1，600球

を供試し亡試験した、10月20目から29目にかけて採花し

口21｝
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た1，OOO本の中から，毎目第1花蕾が着色を開始した均

等な着色度のユリ50本を選出し，4℃冷蔵庫に貯蔵し

た．なお切花は水の入った151のポリバケツ内に貯蔵し

た．

　10月29目冷蔵庫からユリを取り出し，出庫時の着色進

行度を調査した．さらに出庫から開花までの時間及び観

賞価値を失するまでの期間を調査し，出庫から観賞価値

を失する期間までを花持ち期間として目数で現した．な

お色差の測定には，直読測色色差計（目本電色工業製，

ND－KS型）を使用した．測色値の展開は，等色差表色

系により直角座標法にしたがった．すなわち色差計によ

ってHunter　a値を計測し，その値で着色度を表示し

た．なおa値は（十）側で赤ジ（一）側で緑の度合を示

す．

　　　　　　　　実　験結　果

　〔1980年〕

　抑制ユリの栽培温度は第1図に示すとおりであった．

半旬ごとに平均した地上20cmと地下3cmの温度は，

一8月26目の植え付けから9月中旬まで22～23℃の範囲で

推移し，25℃を越えることはなかった．9月下旬からユO

月中旬までは18～20℃で推移した．

　植え付け後の草丈伸長状況は第2図に示すとおりであ

った．植え付け後から10月上旬までの約40目間の草文は

ほぼ直線的に伸長した。その伸長量はユ目当たり約ユ．5

Cmであった．採花期が近づくにつれて栽培温度はやや
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低下し，草丈の伸長割合が鈍らた．

　採花時の切花形質は第1表に示すとおりであった。

平均採花目はユO月ユ9目で到花目数は55目であった．殖

え付けカ・ら採花までの積算温度と平均温度はそれぞれ

ユ，123．ユ℃・白，20．4℃であった．採花率は99．O％で多ブ

ライント株は皆無に近かった。ユ株当たりの平均着花輪

数は3．6輪で，そのうちの76．5％が3・輸以上であった。

　〔198向

　栽培温度の推移は第3図に示すとおりであった．半旬

ことに平均した室温は，8月中旬から下旬まで25℃以上

を示した．9月中旬以降になると20℃を割り始め，10月

は15～ユ8℃で安定した。ユ1月中旬になるとユO℃近くまで

低下した。二芳地温は，8月中旬から10月申旬までは室

温とほほ同様な温度推移を示し，10月下旬以降は室温よ

り1～2℃高く推移した．

　植え付け時期を異にした釦制ユリあ到花目’数や採花率

については，第2表に示すとおりであった。’8月11目に

植え付けた球根の到花目数が最も少なぐ，植え付け後51

目で採花に至った。植え付けが遅れるほど到花目数は多

くなり，9月8目に植え付けた球根の到花目数は69白

で，8月1ユ目のそれより18目間長かった、植え付げから
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Tab工eユ． The　qua11七y　of　cut　f1owers　of　retard．ed．111y　m1980．

Plaotmg

date

Aug．25

Me舳date

　Of
刮0Wering

0ct．19

1Nu㎜ber　Of

dayS　t0

f1oweng
（dayS）

55

PerCentage
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　（％）

99．O

P1a砒
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（9）
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採花目までの平均温度は早く植え付けるほど高く，8月

ユ1目植えの平均温度は最も低い9月8日植えの16．6℃に

比べ約6℃高かった．植え付けから採花目までの積算温

度は9月1目植えを除きほぽ類似し，各植え付け時期と

も1，150℃・目前後であった。8月11目及び18目に植え

付けた球根の採花率は40％に満たず，8月ユ8目は32．O％

で最低値を示レた．これに対し8月25目以降に植え付け

Tab1e2．

た球根の採花率は60％前後を示したが，前年度の採花率

に此べ非常に低率であった．

　採花時の切花形質は第3表に示すとおりであった、8

月中に植え付けた球根の草丈は50cm強であったのに対

し9月植えでは60cmを越え、9月8目植えでは70cm

に近かった．また9月8日植えは切花重も最大を示し

た．第1花蕾長，葉数，茎径などについては植え付け時

The　effect　of　p1an亡mg　t1皿e　on　the　f1ower1ng　of　retarded．h1yユn1981．

z
 

y
 

Planting Mean date Number of Percentage Cumulative Mean 
of days to of 

f lowering (days) f lowering (~) tem perature temperature 
date f lowering (~C ' days~ (~o 

Aug. 11 Oct. 1 51 37 . 5 l , 161 .9 22 . 8 

Aug. 18 Oct. 11' 54 32 . o 1 , 158 . 5 21 . 5 

Aug. 25 Oct. 22 58 63.5 1 , 158 .O 20 . o 

Sept. 1 Nov. 1 61 59 . o 1,118.1 18.3 

Sept. 8 Nov. 16 69 61 . 5 1 , 143 .8 16.6 

岬Roo卿temperature　fro皿p1ant1ng　to　flower1ng
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Tab1e3　The　effect　of　P1ant1ng　date　on　the　qua11ty　of　cut　f1owers

　　　of　retarded1i1y　in1981．

Plantin g Plant 
Length Nu mber Stem Number of flowers 

of 
Length (cm) Weight Ist flower of diameter ~0.,0>/ of total plants 

date (g) (cm) leaves (mm) Mean 

~2 3~ 
Aug. Il 52 . 9az 41 . 4ab 6 . 95a 101 * 7a 6 . 75a 2 . 79b 51 .2 48 . 8 

Aug. 18 52 . 2a 38 . Oa 7 . OOa l 05 . Oa 6 . 82a 2 . 28a 57 . 1 42 . 9 

Aug. 25 52 . 6a 43 . 5b 6 . 94a 103 . 5a 6 . 8la 3 . 20 c 41 . 5 58 . 5 

Sept. 1 61 . 7b 40 . Oab 6 . 83a 101 . 5a 6 . 58a 2 . 8lb 45 . 2 54 . 8 

Sept. 8 68 . 7c 46 . 7bc 6 . 90a l 02 . 3a 6 . 84a 2 . 7lb 44 . 7 55･. 3 

z　Means　of　f1owered．P1ants，separated．by　Duncan’s　mu1t1p1e　range　test，5％1eYe1

期による差が認められなかった．1株当たりの平均着花

輪数は，8月25目植えのみ3輪以上を示したが，その他

は3輸未満となり，8月ユ8日植えは2．3輸で最低を示し

た．1株当たりの着花輪数は，8月25目以降に植え付け

た球根では3輪以上の割合が50％を越えたのに対し，8

月11目及び18日植えについては2輪以下の割合が50％以

上であった．

　〔1982年〕

　採花後の切花を冷蔵貯蔵し，冷蔵貯蔵期間の違いが出
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Fig．4．　The　effect　of　co1d　storage　period　on

　　Hunter　a　va1ue　at　the　t1me　when　mes

　　were　put　out　from　a　refngerator　after

　　the　treat血ent　of　cut　f1owers　of　retarde（i
　　1i1ieよ

　　　　＊＊＊，S1gnユf1cant　at　O．1％1eve1

庫時の花蕾の着色進行度に及ぼす影響を調査したのが第

4図である．また出庫後から第1花蕾の開花までの期間

及び花持ち期間について調査したものが第5図である．

4℃の冷蔵貯蔵中にも花蕾の着色は進行した．すなわち

Hunter　aの値は採花時の5．Oから冷蔵10目後には11．7

となり，貯蔵期間（X）とHuntera（Y）との間には有

意な相関関係が認められ，Y＝434＋070X（r＝0968

＊＊＊，＊＊＊はO．1％レベルで有意）の回帰式が得られ

た．

　出庫後から第1花蕾の開花までの日数は貯蔵期間が長

くなるほど早く，貯蔵期間が6日以上では出庫後2．O～

2．5日で開花したのに対し，貯蔵期間が4目以内では4．O

～4．7目となり，最大約3目の差が生じた．貯蔵期間と

開花までの目数間には有意な負の相関関係が認められ

た．一方花持ち期間（Y）も貯蔵期間（X）との問に有意

な負の相関関係が認められ，Y＝11．79－0．42X（r二

一〇．9ユ6＊＊＊）の回帰式が得られた．すなわち貯蔵期間が

長く右るほど花持ち期間は短縮し，10目問貯蔵では7．5

目であったのに対し1目間貯蔵は11．9目となり，最大

4．4目の差が生じた．また第1花蕾が開いてから観賞価

値を失するまでの開花期間は，55～72目で貯蔵目数に

よってあまり差は生じなかったが，貯蔵期間が長くなる

ほど短縮される傾向を示した．

　　　　　　　　考　　　　　察

　温室経営において栽培作物が作付体系の中に組み込ま

れるためには，まず植え付けから収穫までの期間が一定

期間内であること，次に収量と品質が確保されなければ

ならない．すなわち切花では，採花率が高くしかも切花

の晶質が粗悪でないことが条件となる．

　本実験結果からもわかるように，‘Enchantment’の植

．え付げから採花までの積算温度は1，150℃・目前後であ
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り，8月下旬～9月上旬に植え付ければ，到花目数が60

目内外となりユO月下旬～11月上旬の採花となって。筆者

らが実施している11月上旬採花のグラジオラスの栽培期

間内に入る　したがって栽培上からは‘Enchantment’

の作付が可能である．
　　　11）
　吉野らは早期促成アイリスにおいて，植え付け後の生

育初期温度が高い場合には，花芽の座止やフザリウム菌

にキる球根腐敗によってブラインド率が増加し・採花率

と切花晶質の著しい低下を認めている．スカシュリはア

イリスに比べ温度要求度は高いものの，植え付け後の生

育初期温度が著しく高ければ，アイリスと同様な結果に

なるものと思われる．

　ユ990年は冷夏の年であり，8月25日の植え付け時から

の生育初期温度は平均22～23℃で制御され，ユリの生育

にとって適温に近い状態であった．そのために100％近

い採花率になったものと思われる．これに対し1981年で

は，8月中旬から下旬にかけては25℃を割ることはな

く，このことが8月中旬に植え付けた球根の採花率の低

下を引き起こす原因になったものと思われる．一方気温

が低下し始めた9月ユ日や9月8目に植え付けた球根で

さえ採花率が60％内外にとどまった．このこ．とは温度以
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F1g　5．The　effect　of　co1d．storage　per1od　on　the

　　keeping　Period（○）and　d．ays　to　f1owering

　　（⑳）of　cut　f1owers　after亡akmg　out　of　a

　　refngerator

　　　　TemPera加re　of　exPer1men制roo㎜，16
　　～18◎C．

　　　　＊＊＊。S1gn1f1cant　at　O．1％1eYe玉

外の別の要因，すなわち球根の栄養条件の違いが考えら

れる．ユリの促成栽培では他の球根類と同様に，採花期

を早くするほど充実した球根を使用しなければならず，
　　　　　　　　　　　　　　ユ2）
より大きい球根サイズが望まれる．また抑制栽培では，

長期間にわたって低温貯蔵が施されるため，貯蔵中に著
　　　　　　　　　　　　　　13）
しい乾物率の低下が認められる、したがって1980年と

ユ981年との実験結果の差は，．1981年に供試した球根が

ユ980年の規格に比ぺ1サイズ小さく，貯蔵養分の減少の

ために生じたものではないかと考えられる。

　‘Enchantment’はオニユリの血筋を引いて多花性であ

る．したがって抑制栽培であっても著しい着花輪数の低

下は切花の商晶性から好ましくない．すなわち少なくと

も3輪以上の着花輪数が望ましい．1980年は冷夏の年で

栽培条件としては申し分のない気象条件となり，採花

率は100％に近かった。しかしながら着花輪数3以上は

76．5％であり，実用限界と思われる80％にわずかではあ

るが満たなかった。ここで供試した球根サイズは750球

／caseであり，このような点から抑制栽培には，少なく

とも700球1case以上の球根が望ましい．

　以上の結果から，11月上旬採花の‘Enchantment’の

抑制栽培を実施するには，まず8月30目～9月2目の間

に球根を植え付け，積算温度1，ユ50℃・日前後を目標と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ0），14）
し，生育初期には，昇温抑制に効果のある細霧冷房やカ

ーテンしゃ光，屋上流水などの複合制御や敷わらなどに

よるマルチによって地温の上昇を防くことが重要であ

る．また供試球としては，700球／case以上の球根を使

用しなければならない．
　　　　　　　　　　　　　　ユ5）　　工6）　　　　ユ7）
　切花貯蔵については，吉野ら，船越，船越・栗田，
　　　　　　　　　　ユ8）　　19），20）　21）
Wh1teman　and　Wr1ght，横井ら事小杉らなどの報告が
　　　　　　　　19），20）　　2工）
知られている．横井らや小杉らによれば，切花前の栽培

温度が切花の花持ちに影響を及ぼし，それぞれの花きの

生育適温より高温下で栽培されたものほど花持ちは短い

としている．しかしながら本実験は採花期を同期とした

コンピュータ制御システムによるスカシユリの温室栽培

であり，栽培環境による花持ちの問題は一応無視して，

冷蔵期間と商晶性との関係から推論を進めていけばよい

と考えられる。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ5）
　本実験に供試したスカシュリは，吉野らのチューリッ

プの場合と同様に冷蔵中にも徐々に花蕾の着色が進み，

その結果6目間以上貯蔵したものでは出庫後約2日で，

4目間以内の貯蔵では出庫後約4目経遇した後開花に至

っている．すなわちこのことは生花市場まで2目間を要

する地域（例えば北九州，京都，大阪など）への出荷に

対し，6目間以上貯蔵した切花では，ユ1月でも市場到着

時にすでに切花が開花している危険性をはらんでいると
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言えよう。また貯蔵中にも徐々に花蕾の着色が進行する

ことから，たとえ出荷市場到着時に切花の開花がなかっ

たとしても，長期問貯蔵の切花串荷は好ましくないと考

える．さらに花持ちの点からみると，貯蔵目数が長くな

るほど花持ち期間が短縮され，その差は最大4．5日にも

及んでおり，以上のようなことを総合すると，切花の貯

蔵期間はせいぜい4～5目程度を限度とし，輸送から生

花市場でせりにかけられるまでの時間，目数，輸送方法

などを十分熟知した上で冷蔵可能日数を決定せねばなら

ない。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　スカシュリ‘Enchantment’（1980年：750球／case

1981年1800球／case）を供試し、10月下旬～11月上旬採

花の抑制栽培の実験を行った．

1．ユ980年の実験では，植え付け後の温度が高温になら

　ず，ほぼ100％の採花率であった。また切花晶質につ

　いても良好であった．ユ981年の実験では，植え付け時

　期の気温が高くブラインドが多発した．そして植え付

　けが早かった区では採花率が40％に満たず，遅く植え

　たものでも60％内外であった．

2．植え付けから採花目までの到花日数は，植え付けが

　遅れるほど多くなり，平均温度は低くなった．しかし

　積算温度は1，150℃・目前後であった．

3．9月に入ってからの植え付け区は，8月植え付け区

’より草丈が高かったが，他の形質については類似し，

　平均着花輪数はほとんどの区が3輪未満であった．

4．4℃の冷蔵貯蔵中にも花蕾の着色は進行し，Hunt－

　er　a（Y）と貯蔵期間（X）との間には，Y＝4．34＋

　0．70X（r＝O．968＊＊＊，＊＊＊はO．1％レベルで有意）

　の回帰式が得られた。

5　貯蔵期間が長くなるほど花持ち期間は短縮し，花持

　ち期間（Y）と貯蔵期間（X）との問には，Y：11．79

　二〇．42X（r＝一〇．916＊＊＊）の回帰式が得られた．

　　以上の結果から，スカシュリの抑制栽培は700球／

CaSe以上の大球を使用し，植え付げ後の初期栽培温

度を23℃以下に保つことが望ましい．また採花後の冷

蔵貯蔵は，4目内外が限度と思われる．
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Summary 

The present study was undertaken to make clear the effect of planting time on the 

growth and quality of cut flowers as well as the effect of the storage period of cut 

flowers on the keeping of retarded lily plant cv. 'Ehchantment' ; 750 bulbs per case in 

1980 and 800 bulbs in 1981. 

1 . In 1980, the percentage of- flowering was high･ and the quality of cut flowers was 

good, as the initial growth temperature after planting was suitable for lilies. In 1981, 

however, the initial growth temperature was so high that the blind plants appeared re-

markably. Thus, the percentage of flowering was less than 407to.o' when planting time was 

early, and about 60;~~oo' even when the planting time was late. 

2 . The number of days from planting to flowering increased and the mean tempera-

ture became low with , the planting time being late. However, the cumulative temperature 

from planting to flowering was about I , 150'C･days 

3. The plant length for lilies planted on September was higher than that for lilies 

planted on August, but the other characters were similar to those ofother sections. The 

number of flower per plant was below 3 in most sections. 

4. The coloring of flowers had proceeded during cold storage at 4'C. A regreSsion 

equation of Y =4.34+0.70X (r=0.968*** ***: significant at 0.1.0,~40 Ievel) was obtained 

between the Hunter a_ value (Y) and the storage period (X). 

5. The longer the s~tor~ge period, the shorter the keeping of the cut flowers was. A 

regression equation of Y =11.79-0.42X (r= -0.916***) was obtained between the keep-

ing of cut flowers (Y) and the storage period (X) 

These results indicate that it is desirable to use bulbs larger than 700 per case and 

to keep the initial growth temperature under 23'C after planting for the retardation of 

'Enchantment'. The limit of cold storage period for cut flowers with commodity value is 

about 4 days. It is necessary to shorter the cold storage period upon considering the 

condition of transport from a production place to a market. 


